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●フォルダ構成

（例）機種：7120Ｇの場合

・各仕様の最終組立の３Ｄモデルファイル（一般ファミリ）及び

　共有パラメータファイル用フォルダ（※機種毎に作成）

（例）7120G_CR仕様.rfa、7120G_CR仕様_共有パラメータ.txtなど

・単体部品や組立部品（最終組立を除く）の

　３Ｄモデルファイル（一般ファミリ）用フォルダ

（例）7120G_本体_CR仕様.rfa、7120G_ブーム.rfaなど

・３Ｄパーツの基となる２Ｄ図形ファイル（一般プロファイルファミリ）

　※単品部品作成時にロードして、スイープなどにより３Ｄモデルを作成

（例）カーボディ.rfa、カウンタウエイト.rfaなど

・可動パーツの配置・動作を参照線にて表した

　テンプレートファイル（一般ファミリ）用フォルダ

　※可動部を持つ組立部品作成時に、これを基に各パーツを

　　ロード／配置して３Ｄモデルを作成

（例）CR_回転部.rfaなど

・機種毎のマテリアルライブラリファイル用フォルダ

（例）7120G.adsklib

[プロファイル]

[パーツ]

[..\7120G]

[マテリアルライブラリ]

[骨格部]
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●ファミリ構成

（例）機種：7120ＧのCR仕様の場合
7120G_CR仕様.rfa ①

・最終組立（基準：旋回中心＆G.L.）

7120G_本体_CR仕様.rfa ② 7120G_上部.rfa ⑧
・機体組立（基準：旋回中心＆G.L.） ・上部単体組立（基準：旋回中心＆旋回BRG上面）

7120G_上部_CR仕様.rfa ④ 7120G_ガントリ.rfa

・上部組立（基準：旋回中心＆旋回BRG上面） ・ガントリ（基準：旋回中心＆旋回BRG上面）

7120G_ドラム.rfa

・ドラム（基準：ドラム中心＆旋回BRG上面）

7120G_下部.rfa ⑤ ラベル_コベルコ小.rfa

・下部組立（基準：旋回中心＆旋回BRG上面） ・メーカラベル（基準：任意）

7120G_作業範囲（縦断図）_1.rfa ⑥ ラベル_7120G.rfa

・作業範囲（標準仕様）（基準：旋回中心＆G.L.） ・機種ラベル（基準：任意）

7120G_作業範囲（縦断図）_2.rfa ⑦ 7120G_ブーム.rfa ⑨
・作業範囲（減トン仕様）（基準：旋回中心＆G.L.） ・ブーム組立（基準：ブームフット中心＆ブーム中心）

注釈.rfa ③ 7120G_下部ブーム.rfa

・注釈（基準：任意） ・下部ブーム単体（基準：ブームフット中心＆ブーム中心）

7120G_上部ブーム.rfa

・上部ブーム単体（基準：取付中心＆ブーム中心）

7120G_中間テーパブーム.rfa

・中間テーパブーム単体（基準：取付中心＆ブーム中心）

7120G_中間ブーム.rfa

・中間ブーム単体（基準：取付中心＆ブーム中心）

①
フック_120t.rfa ⑩

・フック組立（基準：ポイントシーブ中心＆ブーム中心）

カウンタウエイト.rfa ⑪
・カウンタウェイト及び旋回範囲（基準：旋回中心＆旋回BRG上面）

ラベル_コベルコ大.rfa

・メーカラベル（基準：任意）

② ③ ガイライン.rfa ⑫
・ガイライン単体（基準：ガイライン対象軸の終点）

④ ⑤ ⑥ ⑦

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

※

※
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●プロジェクトにて指定可能なパラメータ一覧

（例）機種：7120Ｇの場合

〈CR仕様〉

№ グループ 単位 初期値

1 共有 長さ 寸法 ｍｍ 0

2 共有 長さ 寸法 ｍ 15.2

3 共有 角度 寸法 ° 60

4 共有 角度 寸法 ° 0

5 ファミリ 角度 寸法 ° 0

6 共有 はい／いいえ 表示 ー はい

7 共有 はい／いいえ 表示 ー はい

8 共有 はい／いいえ 表示 ー はい

9 共有 はい／いいえ 表示 ー はい

10 共有 はい／いいえ 表示 ー いいえ

11 共有 はい／いいえ 表示 ー いいえ

名前

ブーム角度

ワイヤ繰出量

ブーム長さ

タイプ

カウンタウエイト_表示

作業範囲（縦断図）_2表示

作業範囲（縦断図）_1表示

旋回角度

本体角度

作業円半径表示

フック_表示

カウンタウエイト可動範囲
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●マテリアル一覧

（例）機種：7120Ｇの場合（7120G.adsklib）

№ 透過 見本色

1 13 221 180 ー

2 128 128 128 ー

3 193 255 255 ー

4 80 80 80 ー

5 128 128 128 ー

6 128 128 128 ー

7 80 80 80 ー

8 13 221 180 ー

9 80 80 80 ー

10 255 255 255 ー

11 255 193 164 70%

12 255 210 255 70%作業範囲

ガントリ

ガード

ドラム

本体2

本体1

カウンタウエイト可動範囲

キャブ窓

クローラ

ブーム1

ラベル

ワイヤ

色（ＲＧＢ）名前
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●マテリアルライブラリ作成

（例）機種：7120Gの場合

１．[管理]タブ－[マテリアル]にて、マテリアルライブラリファイルを新規作成します。

　　※既に作成している場合は「既存のライブラリを開く」にて読込みます。

現ファミリ内で使用可能なマテリアル

任意の名前（7120G.adsklib）を付けて該当する

フォルダ（[..\7120G]－[マテリアルライブラリ）に保存します。

新規作成したマテリアルライブラリが追加されます
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２．現ファミリ内で使用するマテリアルを新規作成します。

右クリックして、

「名前変更」を選択

マテリアルリストに追加されます。

[外観]タブにて

新規マテリアルの

色設定を行います。

※可動範囲、作動範囲などのように、

　透過が必要な場合に設定します。
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チェックONにて

モデルに色が反映されます。

現ファミリ内で新規に追加したマテリアルが

使用可能になります。

※新規作成したマテリアルをマテリアルライブラリ（7120G.adsklib）に追加します。

　別のファミリで使用する場合は、ライブラリからプロジェクトマテリアルに追加します。
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●共有パラメータ作成

（例）機種：7120Gの場合

１．[管理]タブ－[共有パラメータ]にて、共有パラメータファイルを新規作成します。

　　※既に作成している場合は「参照」にて読込みます。

任意の名前（*.txt）を付けて該当する

フォルダ（[..\7120G]）に保存します。

２．共有パラメータのグループを新規作成します。

　　※既に作成している場合は「パラメータグループ」のリストより選択します。

グループリストに追加されます。

グループは「名前変更」、「削除」可
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３．共有パラメータを新規作成します。

※主に使用するパラメータタイプ

　・長さ寸法　→　長さ

　・角度寸法　→　角度

　・表示切替　→　はい／いいえ

パラメータリストに追加されます。

共有パラメータファイルに保存されます。

●パラメータ設定

１．ファミリでは、[作成]または[修正]タブ－[ファミリタイプ]にてパラメータを設定します。

新規パラメータを作成します。
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＜ファミリパラメータの場合＞  ＜共有パラメータの場合＞

「名前」を入力して、「タイプ」及び

「グループ」をリストより選択

※「タイプ」か「インスタンス」の選択は

　異なるパラメータ値をインスタンス毎に

　指定する場合は「インスタンス」にします。 該当するグループのパラメータを選択

　（共有パラメータも同様）
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＜ファミリパラメータ（マテリアル）の場合＞

「名前」を入力して、「タイプ」及び

「グループ」をリストより左図通りに選択

マテリアルブラウザを表示して

該当するマテリアルを選択
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●プロファイル作成

（例）機種：7120G クローラのプロファイルファミリの場合

１．[ファイル]タブ－[新規作成]－[ファミリ]にて、テンプレート「プロファイル（メートル単位）」を

　　読込みます。

※ビューは平面図のみ

２．[作成]タブ－[参照面]にて、形状スケッチに必要な参照面を作成します。

作成された参照面

基準点

基準点
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＜補足＞

・参照面の拘束は次のように寸法拘束します。

　①拘束する参照面を選択し、表示された仮寸法を確定します。

　　※確定すると寸法が表示され、指定値を入力できるようになります。

クリックすると確定

　②寸法を選択してロックすれば、参照面は拘束されます。

　　※参照面をドラッグするとエラー表示されます。

　　　また、寸法値を変更する場合はロック解除してください。

クリックするとロック

３．[修正]タブ－[修正]、[計測]、[描画]などにて、クローラ形状を作成します。

作成された線分（実線箇所）

※形状の拘束は、位置合わせ（参照面と線分または線分端点）、接線（線分同士）および

　寸法（参照面と線分または線分同士）などにより拘束してください。
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４．新規に保存する場合は、[ファイル]タブ－[名前を付けて保存]－[ファミリ]にて、任意の

　　名前（クローラ.rfa）を付けて該当するフォルダ（[..\7120G]-[プロファイル]）に保存します。
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●注釈作成

（例）機種：7120G 定格ラベルの場合

１．[ファイル]タブ－[新規作成]－[ファミリ]にて、テンプレート「一般注釈（メートル単位）」を

　　選択し、読込みます。（※他のテンプレートとフォルダが異ります。）

２．テンプレートから既存の注釈（赤字）を削除します。

削除

３．[作成]タブ－[ラベル]にて、図面上のラベルを配置する箇所をクリックし、

　　「ラベルを編集」にてラベルパラメータを作成します。

カテゴリパラメータを作成（ファミリパラメータと同様）
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作成したカテゴリパラメータをラベルパラメータに追加

※サンプル値は本ファミリ内での

　仮表記用

４．プロパティのタイプ編集にて文字サイズを10mmに変更します。

５．新規に保存する場合は、ファイル名（注釈.rfa）を付けて

　　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。
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●サブカテゴリ作成

（例）機種：7120Gの場合

１．[管理]タブ－[オブジェクトスタイル]にて、「参照線」にサブカテゴリを追加します。

カテゴリの「参照線」を選択し、

サブカテゴリを新規作成します。

※骨格部作成時に他の参照線と区別するため

　ガイライン用のカテゴリを作成しています。

　（必須ではありません）

[ＯＫ]にて作成したサブカテゴリが反映されます。
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●作業手順Ａ

（例）機種：7120ＧのCR仕様の場合

１．7120G_下部.rfa作成（基準：旋回中心、旋回BRG上面）

１） クローラ、カーボディなどのプロファイルファミリ作成

①プロファイルファミリは必要に応じて作成します。

　（１箇所に簡単な形状を作成する場合は直接スケッチしても可）

（例）クローラプロファイル （例）カーボディプロファイル

２） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を選択し、読込みます。

初期のビュー

「作業面ベース」→ チェックON

「常に垂直」→ チェックOFF

機体前方

※座標軸とは前後方向が

異なります

基準点

機体前方
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②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_下部.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

３） ファミリパラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

４） 参照面の作成

①初期ビューにて基準点＝旋回中心として、参照面（クローラ外側端面）を作成します。

寸法ラベルにパラメータ「下部_幅」を設定

基準点＝旋回中心

②立面図／右ビューにて基準点＝旋回中心、旋回BRG上面として、

　参照面（カーボディ上下部端面）を作成します。

基準点＝旋回中心、旋回BRG上面

ダブルクリックにてビュー表示

参照面作成（カーボディ用）

参照面作成（クローラ用）

機体前方＜立面図／右ビュー＞

機体前方

＜平面図／参照レベルビュー＞
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５） プロファイルファミリのロード

①[挿入]タブ－[ファミリロード]よりプロファイルファミリをロードします。

ロードにより追加されます。

６） ３Ｄモデル／カーボディ作成（＜立面図／右ビュー＞にて作業を行います。）

①[作成]タブ－[スイープ]より[パスをスケッチ]コマンドにてパスを作成します。

カーボディ上面

カーボディ下面

基準点

機体前方

＜立面図／右ビュー＞

プロファイル配置面

（パス中心に自動作成されるが、

手動にて両端位置への変更可）

作成したパス
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②作成したパスは、[位置合わせ]コマンドにて㋐～㋒の拘束をしてコマンド終了します。

　※[位置合わせ]は基準側を先に選択して下さい。

③プロファイルを選択するとパスに配置され、コマンド終了にてモデルが作成されます。

プロファイルが配置されます。

モデルが作成されます。

㋐参照面（上面）とパス端点

㋑参照面（下面）とパス端点

㋒参照面（基準）とパス

＜立面図／右ビュー＞

＜立面図／右ビュー＞
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④[作成]タブ－[ボイドフォーム]－[押し出し]にて形状の不要な部分を削除します。

不要な形状をスケッチする面を

セットします。

この部分をカット

スケッチ作成

＜３Ｄビュー／ビュー１＞

機体前方

カット形状用

スケッチ面をセット

スケッチ面からの

距離を入力して完了

＜３Ｄビュー／ビュー１＞ 機体前方
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７） ３Ｄモデル／クローラ作成（＜平面図／参照レベルビュー＞にて作業を行います。）

①カーボディと同様にプロファイルのロード及びパスの作成をします。

　パスの作成後、プロファイルを選択して[スイープ]を完了します。

プロファイル配置面 寸法ラベルにパラメータ「クローラ_幅」を設定

（手動で端部に移動）

※スイープ方向によってはプロファイルが反転する場合があります。

　その場合、プロファイル選択後に[フリップ]コマンドを使用すれば現状の向きが反転されます。

[フリップ]、[適用]の順にボタンをクリック

②反対側のクローラも同様に[作成]タブ－[スイープ]または[修正]タブ－[ミラー]にて作成

＜平面図／参照レベルビュー＞

機体前方
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８） ３Ｄモデル／旋回BRG作成（＜平面図／参照レベルビュー＞にて作業を行います。）

①[作成]タブ－[押し出し]より円スケッチを作成します。

スケッチ面からの距離を入力 スケッチ面

９） ３Ｄモデル／クローラフレーム、走行モータ作成（クローラと同様に作成）

クローラフレーム

走行モータ

基準点

＜平面図／参照レベルビュー＞

機体前方

円プロパティの「中心マークを表示」に

チェックONして基準面と拘束します

＜立面図／右ビュー＞
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１０） ３Ｄモデルの色指定

①色指定するモデルを選択し、プロパティのマテリアルにファミリパラメータの

　関連付けを行います。

「マテリアル_クローラ」と関連付け

「マテリアル_カーボディ」と関連付け

ファミリパラメータ設定値

以上で「7120G_下部.rfa」が完成です。

＜３Ｄビュー／ビュー１＞

機体前方
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２．7120G_上部.rfa作成（基準：旋回中心、旋回BRG上面）

１） 子ファミリの作成

２－１．7120G_ガントリ.rfa作成（基準：旋回中心、旋回BRG上面）

１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を

　選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_ガントリ.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） ファミリパラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

キャプチャ入替
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３） 参照面の作成

①立面図／右ビューにて基準点＝旋回中心、旋回BRG上面として

　参照面を作成します。

４） ３Ｄモデル作成

①[作成]タブ－[押し出し]、－[ボイドフォーム]－[押し出し]にて作成します。

　立面図／右ビューにて基準面（旋回中心）にスケッチします。

５） ３Ｄモデルの色指定

①色指定するモデルを選択し、プロパティのマテリアルにファミリパラメータの

　関連付け（「マテリアル_ガントリ」）を行います。

２－２．7120G_ドラム.rfa作成（基準：ドラム中心、旋回BRG上面）

１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を

　選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②保存する場合は、ファイル名（7120G_ドラム.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） ファミリパラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

３） 参照面の作成

①立面図／右ビューにて基準点＝ドラム中心、旋回BRG上面として

　参照面（ドラム中心高さ面）を作成します。
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４） ３Ｄモデル作成

①[作成]タブ－[押し出し]、－[ボイドフォーム]－[押し出し]にて作成します。

　立面図／右ビューにて基準面（ドラム中心）にスケッチします。

５） ３Ｄモデルの色指定

①色指定するモデルを選択し、プロパティのマテリアルにファミリパラメータの

　関連付け（「マテリアル_ドラム」）を行います。

２－３．ラベル_7120G.rfa作成（基準：任意）

１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を

　選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②保存する場合は、ファイル名（ラベル_7120G.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） ファミリパラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

３） ラベルデータ（DWG形式）の作成

①AutoCADにてラベルデータ（DWG形式）を作成します。

　※提供された図面（DXF形式）より必要な箇所を抜き出して作成します。

　　各線分は閉じられた形状となるように作成して下さい。
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４） ３Ｄモデル作成

①[挿入]タブ－[CAD読込]にて作成したラベルデータ(DWG形式)を読込み、

　基準面に配置します。

ラベルデータの尺度の逆数

②[作成]タブ－[押し出し]にてラベルデータを描画選択してスケッチします。

　スケッチ完了後、押出終端に10mmを指定します。

５） ３Ｄモデルの色指定

①色指定するモデルを選択し、プロパティのマテリアルにファミリパラメータの

　関連付け（「マテリアル_ラベル」）を行います。

２－４．ラベル_コベルコ大.rfa作成（基準：任意）
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１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を

　選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（ラベル_コベルコ大.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） ファミリパラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

３） ２－３．３）～５）と同様に作成します。

２） キャブ、左右ガードなどのプロファイルファミリ作成

①プロファイルファミリは必要に応じて作成します。

（例）キャブプロファイル （例）左ガードプロファイル

３） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_上部.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。
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４） ファミリパラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

５） 参照面の作成

①初期ビューにて基準点＝旋回中心として、参照面（ガード・キャブ端面）を作成します。

６） プロファイルファミリのロード

①[挿入]タブ－[ファミリロード]よりプロファイルファミリをロードします。

ロードにより追加

７） ３Ｄモデル作成

＜３Ｄビュー／ビュー１＞

＜３Ｄビュー／ビュー１＞

左デッキ

右デッキ

右ガード

左ガード

窓

キャブ
窓
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①左右ガード、デッキ、キャブの外形は[作成]タブ－[スイープ]にて作成します。

　窓は[作成]タブ－[ボイドフォーム]－[スイープ]（押出終端=50mm）にて作成します。

②ガードのドア輪郭部分は[作成]タブ－[ボイドフォーム]－[押し出し]（押出終端=10mm）にて

　作成します。（同じ形状は[修正]タブ－[配列複写]にて作成します）

８） ３Ｄモデルの色指定

①色指定するモデルを選択し、プロパティのマテリアルにファミリパラメータの

　関連付けを行います。

　・キャブ、左右ガードのマテリアル：「マテリアル_本体1」

　・左右デッキのマテリアル：「マテリアル_本体2」

　・ガードのドア輪郭部分のマテリアル：「マテリアル_ガード」

②窓部分は[修正]タブ－[ペイント]にて直接色付けする面を選択します。

９） 子ファミリ組立

①[挿入]タブ－[ファミリロード]にて１）で作成した子ファミリをロードし、

　[作成]タブ－[コンポーネント]にて配置します。

ロードにより追加
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　※ラベルの配置は、あらかじめ作業面を該当するパーツ面に変更しておきます。

　　（配置後に[修正]タブ－[作業面を編集]にて変更しても可）

②配置後、[修正]タブ－[位置合わせ]にて各参照面と拘束または寸法にて拘束します。

　※拘束はピン固定でも可。

以上で「7120G_上部.rfa」が完成です。
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３．7120G_ブーム.rfa作成（基準：ブームフット中心、ブーム中心）

１） 子ファミリの作成

３_１．7120G_下部ブーム.rfa作成（基準：ブームフット中心、ブーム中心）

１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を

　選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_下部ブーム.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） ファミリパラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

㋐

㋑

機体前方

上部ブーム

下部ブーム

中間テーパブーム

中間ブーム
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３） 参照面の作成

①立面図／右ビューにて基準点＝ブームフット中心として、

　参照面（下部ブームの端面）を作成します。

　下部ブームの長さの寸法ラベルにパラメータ「下部ブーム」を設定します。

４） ３Ｄモデル㋐、㋑作成

①３Ｄモデル㋐は、[作成]タブ－[ブレンド]や[スイープブレンド]などで作成します。

　※[ブレンド]を使用する場合は、「３）参照面の作成」は不要ですが

　　終端距離にパラメータ「下部ブーム」を関連付けて下さい。

②３Ｄモデル㋑は、[作成]タブ－[押し出し]にて作成します。

　立面図／右ビューにて基準面（ブーム中心）にスケッチします。

５） ３Ｄモデルの色指定

①色指定するモデルを選択し、プロパティのマテリアルにファミリパラメータの

　関連付け（３Ｄモデル㋐、㋑ともに「マテリアル_ブーム１」）を行います。

３_２．7120G_上部ブーム.rfa作成（基準：ブーム取付中心、ブーム中心）

１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を

　選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

㋐

㋑

基準点＝ブームフット中心

＜立面図／右ビュー＞
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②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_上部ブーム.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） ファミリパラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

３） 参照面の作成

①立面図／右ビューにて基準点＝ブーム取付中心として、

　参照面（ポイントシーブ中心）を作成します。

　上部ブームの長さの寸法ラベルにパラメータ「上部ブーム」を設定します。

４） ３Ｄモデル㋐、㋑作成

①３Ｄモデル㋐は、[作成]タブ－[押し出し]にて作成します。

　立面図／右ビューにて基準面（ブーム中心）にスケッチします。

　※スケッチはポイントシーブ中心より計測した寸法にて作成します。

②３Ｄモデル㋑は、[作成]タブ－[スイープブレンド]にて作成します。

　※パスは基準点～３Ｄモデル㋐端面間に作成します。

５） ３Ｄモデルの色指定

①色指定するモデルを選択し、プロパティのマテリアルにファミリパラメータの

　関連付け（３Ｄモデル㋐、㋑ともに「マテリアル_ブーム１」）を行います。

基準点＝ブーム取付中心

ブームポイントシーブ中心

＜立面図／右ビュー＞
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３_３．7120G_中間テーパブーム.rfa作成（基準：ブーム取付中心、ブーム中心）

１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を

　選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_中間テーパブーム.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） ファミリパラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

３） ３Ｄモデル作成

①[作成]タブ－[ブレンド]または[スイープブレンド]などにて作成します。

　※[ブレンド]を使用する場合は終端距離に、[スイープブレンド]を

　　使用する場合はパスの長さ寸法にパラメータ「中間テーパブーム」を

　　関連付けて下さい。

４） ３Ｄモデルの色指定

①色指定するモデルを選択し、プロパティのマテリアルにファミリパラメータの

　関連付け（「マテリアル_ブーム１」）を行います。
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３_４．7120G_中間ブーム.rfa作成（基準：ブーム取付中心、ブーム中心）

１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を

　選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_中間ブーム.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） ファミリパラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

中間ブームの長さは可変のため、任意値を設定

３） ３Ｄモデル作成

①[作成]タブ－[押し出し]にて作成します。

　立面図／右ビューにて基準面（ブーム中心）にスケッチします。

　中間ブームの長さの寸法ラベルにパラメータ「中間ブーム」を設定します。

基準点＝ブーム取付中心

＜立面図／右ビュー＞
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４） 表示プロパティとパラメータの関連付け

①ブーム長さによって、中間ブーム取付の有／無があるため、表示プロパティに

　ファミリパラメータの関連付け（「中間ブーム表示」）を行います。

５） ３Ｄモデルの色指定

①色指定するモデルを選択し、プロパティのマテリアルにファミリパラメータの

　関連付け（「マテリアル_ブーム１」）を行います。

２） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_ブーム.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

３） ファミリおよび共有パラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

※「ブーム長さ」のみ共有パラメータ
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＜補足＞

・ブーム長は、プロジェクトからは「ブーム長さ（ｍ単位）」で指定されますが、モデルは

　「ブーム実長（ｍｍ単位）」で作成します。　その際の単位変換は下記のように行います。

　 ブーム実長  =  rounddown (( ブーム長さ - ブーム長さ最小 ) / 3mm ) * 中間ブーム実長最小  + ブーム実長最小

　※「ブーム長さ」=「ブーム長さ最小」（中間ブーム無し）の場合、モデル作成の都合上

　　「中間ブーム」の長さは１ｍｍで作成され、そのモデル形状は非表示となります。

４） 参照面の作成

①立面図／右ビューにて基準点＝ブームフット中心として、参照面（上部ブーム取付面および

　ポイントシーブ中心面）を作成します。

　ブームの長さの寸法ラベルにパラメータ「ブーム実長」、上部ブームの長さの寸法ラベルに

　パラメータ「上部ブーム」を設定します。

５） 子ファミリ組立

①[挿入]タブ－[ファミリロード]にて１）で作成した子ファミリをロードし、

　[作成]タブ－[コンポーネント]にて配置します。

ロードにより追加

固定値(mm)固定値(mm)中間ブーム長(m)を算出

中間ブーム長最小：固定値(m)で除算中間ブーム：最小長の個数を算出

※｢3mm｣は中間ブーム最小｢3.0m｣と同じ意味

＜立面図／右ビュー＞

下部ブーム 中間ブーム 中間テーパブーム 上部ブーム

基準点＝ブームフット中心

上部ブーム取付面

ポイントシーブ中心面

＜立面図／右ビュー＞
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②配置後、[修正]タブ－[位置合わせ]にて各参照面と拘束します。

６） 子ファミリとのパラメータの関連付け

①各子ファミリのプロパティにてパラメータの関連付けを行います。

以上で「7120G_ブーム.rfa」が完成です。
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４．フック_120ｔ.rfa作成（基準：ポイントシーブ中心、ブーム中心）

１） フック_1、フック本体、ワイヤーのプロファイルファミリ作成

２） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（フック_120ｔ.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

３） ファミリおよび共有パラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

※「ワイヤ繰出量」、「フック_表示」は共有パラメータ

４） 参照面の作成

①立面図／右ビューにて基準点＝ポイントシーブ中心として、参照面（フック位置）を

　作成します。

　基準面～参照面間距離の寸法ラベルにパラメータ「フック位置」を設定します。

５） プロファイルファミリのロード

①[挿入]タブ－[ファミリロード]よりプロファイルファミリをロードします。

ロードにより追加
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６） ３Ｄモデル／フック_本体作成

①平面図／参照レベルビューにて、[スイープ]のパスを作成し、

　プロファイルを配置します。

　この時、作業面はフック位置としておきます。

７） ３Ｄモデル／フック_1作成

①平面図／参照レベルビューにて、[スイープ]のパスを作成し、

　プロファイルを配置します。

　この時、作業面はフック_本体上面としておきます。

８） ３Ｄモデル／ワイヤー作成

①立面図／右ビューにてワイヤ中心となる参照線を作成し、

　これを[スイープ]のパスとしてプロファイルを配置します。

９） ３Ｄモデルの色指定

①色指定するモデルを選択し、プロパティのマテリアルにファミリパラメータの

　関連付けを行います。

　・フック_1、フック_本体のマテリアル：「マテリアル_フック」

　・ワイヤーのマテリアル：「マテリアル_ワイヤ」

１０） 表示プロパティとパラメータの関連付け

①表示／非表示の切替を行うため、各３Ｄモデルの表示プロパティに共有パラメータの

　関連付け（「フック_表示」）を行います。

以上で「フック_120ｔ.rfa」が完成です。

基準点

＜立面図／右ビュー＞

フック_本体

フック_1

参照線
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５．7120G_カウンタウエイト.rfa作成（基準：旋回中心、旋回BRG上面）

１） 子ファミリの作成

５_１．ラベル_コベルコ小.rfa作成（基準：任意）

１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を

　選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（ラベル_コベルコ小.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） ファミリパラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

３） ２－３．３）～５）と同様に作成します。
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２） カウンタウエイト、カウンタウエイト左右のプロファイルファミリ作成

カウンタウエイトプロファイル カウンタウエイト左右プロファイル

３） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_カウンタウエイト.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

４） ファミリおよび共有パラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

※表示パラメータは共有パラメータ

５） 参照面の作成

①立面図／右ビューにて基準点＝旋回中心および旋回BRG上面として、

　参照面（カウンタウェイト各段の上下面）を作成します。

隙間（9mm）

下面

上面

上面

下面
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６） プロファイルファミリのロード

①[挿入]タブ－[ファミリロード]よりプロファイルファミリをロードします。

ロードにより追加

７） ３Ｄモデル／カウンタウェイト作成

①立面図／右ビューにてカウンタウェイト各段ごとに[作成]タブ－[スイープ]で作成します。

　パスは基準面（旋回中心）に各段の上下面間の直線を作成します。

　配置プロファイルは１～３段目→カウンタウエイト、４～６段目→カウンタウエイト左右を

　使用します。

８） ３Ｄモデル／カウンタウェイト可動範囲作成

①立面図／右ビューにて[作成]タブ－[スイープ]で作成します。

　パスは基準面（旋回中心）にカウンタウェイト最上下面間の直線を作成した後、

　[プロファイル編集]で平面図／参照レベルにて円を作成します。

　半径の寸法ラベルにパラメータ「カウンタウェイト_半径」を設定します。

９） ラベル_コベルコ小.rfa取付

①[挿入]タブ－[ファミリロード]にて１）で作成した子ファミリをロードし、

　[作成]タブ－[コンポーネント]にて該当するパーツ面に配置します。

②配置後、[修正]タブ－[ピン固定]にて拘束します。

１０） ３Ｄモデルの色指定

①色指定するモデルを選択し、プロパティのマテリアルにファミリパラメータの関連付けを

　行います。

　・カウンタウェイト１段目のマテリアル　　：「マテリアル_カウンタウェイト2」

　・カウンタウェイト２～６段目のマテリアル：「マテリアル_カウンタウェイト1」

　・カウンタウェイト可動範囲のマテリアル　：「マテリアル_可動範囲」

１１） 表示プロパティとパラメータの関連付け

①表示／非表示の切替を行うため、各３Ｄモデルの表示プロパティに共有パラメータの

　関連付けを行います。

　・カウンタウェイト各段　　：「カウンタウェイト_表示」

　・ラベル（コベルコ小）　　：「カウンタウェイト_表示」

　・カウンタウェイト可動範囲：「カウンタウェイト可動範囲」

以上で「7120G_カウンタウエイト.rfa」が完成です。
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６．7120G_作業範囲（縦断図）_1.rfa、_2.rfa作成（基準：旋回中心、旋回BRG上面）

※7120G_作業範囲（縦断図）_1.rfa：標準仕様

　7120G_作業範囲（縦断図）_2.rfa：減トン仕様

１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_作業範囲（縦断図）_1.rfaまたは_2.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） 共有パラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

３） 参照面の作成

①立面図／右ビューにて基準点＝旋回中心および旋回BRG上面として、

　参照面（ブームフット中心）を作成します。

４） 作動範囲（縦断図）データ（DWG形式）の作成

①AutoCADにて作動範囲（縦断図）データ（DWG形式）を作成します。

　※提供された図面（DXF形式）より不要な箇所を削除します。

５） 作業範囲データ配置

①[挿入]タブ－[CAD読込]にて作業範囲データ（DWG形式）を読込み、

　基準面に配置します。
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②拘束は[修正]タブ－[位置合わせ]によってブームフット中心を一致させます。

６） 表示プロパティとパラメータの関連付け

①表示／非表示の切替を行うため、各３Ｄモデルの表示プロパティに共有パラメータの

　関連付けを行います。

　・作業範囲（縦断図）_1または_2

　　　：「作業範囲（縦断図）_1表示」または「作業範囲（縦断図）_2表示」

以上で「7120G_作業範囲（縦断図）_1.rfa、_2.rfa」が完成です。
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7．ガイライン.rfa（基準：ガイライン終端中心）

１） ガイラインのプロファイルファミリ作成

２） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）、線基準面」を選択し、

　読込みます。

②新規に保存する場合は、ファイル名（ガイライン.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

３） ファミリパラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

４） 参照線の作成

①立面図／正面ビューにて基準点＝ガイライン終端中心として、参照線㋐、㋑し

　ガイライン始点、終点位置の寸法をパラメータと関連付けします。

※パラメータ値は仮のままとし、

　組立時に指定します。

基準点

参照線㋑ ＜立面図／正面ビュー＞

参照線㋐
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５） プロファイルファミリのロード

①[挿入]タブ－[ファミリロード]よりプロファイルファミリをロードします。

ロードにより追加

６） ３Ｄモデル作成

①立面図／正面ビューにて作成した参照線㋑を[スイープ]のパスとして

　プロファイルを配置します。

②作成したガイラインモデルを参照線㋐を対称軸としてミラー複写します。

７） ３Ｄモデルの色指定

①色指定するモデルを選択し、プロパティのマテリアルにファミリパラメータの

　関連付け（「マテリアル_ワイヤ」）を行います。

以上で「ガイライン.rfa」が完成です。

　　　※ガイラインは同径であれば他機種でも流用できますので、作成済の場合は本作業は不要です。

参照線㋐
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８．7120G_上部_CR仕様.rfa作成（基準：旋回中心、旋回BRG上面）

１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_上部_CR仕様.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） ファミリおよび共有パラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

※「ブーム角度」、「ブーム長さ」、「ワイヤ繰出量」及び

　表示パラメータは共有パラメータ

３） 参照面の作成

①初期ビューにて基準点＝旋回中心として、参照面（ブーム中心）を作成します。

②立面図／右ビューにて基準点＝旋回中心および旋回BRG上面として

　参照面（(ブームフット中心）、参照線㋐～㋔（骨格部）及びⒶ（ガイライン対称軸）を

　作成します。

　※参照線Ⓐはサブカテゴリを設定し、他の参照線とは区別します。

51



　下記の寸法ラベルにパラメータを設定します。

　　・参照線㋐の長さ：「ブーム実長」

　　・参照線㋐とブームフット中心参照面の角度：「ブーム角度」

　　・参照線㋑と参照線㋒の角度：「ワイヤ角度」

　　・参照線㋒の長さ：「フック位置」
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③参照線㋐は作業面として使用するため、参照プロパティを「強参照」に変更します。

　※「強参照」にするのは、面を選択（スナップ）し易くするためです。

４） 子ファミリのロード

①[挿入]タブ－[ファミリロード]にて下記の子ファミリをロードします。

ロードにより追加

５） 子ファミリ／7120G_上部.rfa組立（＜平面図／参照レベルビュー＞にて作業を行います。）

①作業面は基準面＝旋回BRG上面とし、[作成]タブ－[コンポーネント]にて

　基準＝旋回中心に配置します。

　※拘束は[修正]－[ピン固定]でも可。

６） 子ファミリ／7120G_カウンタウェイト.rfa組立

（＜平面図／参照レベルビュー＞にて作業を行います。）

①作業面は基準面＝旋回BRG上面とし、[作成]タブ－[コンポーネント]にて

　基準＝旋回中心に配置します。

　※拘束は[修正]－[ピン固定]でも可。

７） 子ファミリ／7120G_ブーム.rfa組立（＜平面図／参照レベルビュー＞にて作業を行います。）

①作業面は参照線㋐の参照面とし、[作成]タブ－[コンポーネント]にて

　基準＝ブームフット中心に配置します。

　※以下の拘束は必須です。

　　・参照線㋓と7120G_ブーム.rfaの基準面（正面／背面）との位置合わせ

　　・参照線㋐の参照面と7120G_ブーム.rfaの基準面（左／右）との位置合わせ

８） 子ファミリ／フック_120ｔ.rfa組立（＜平面図／参照レベルビュー＞にて作業を行います。）

①作業面は参照線㋐の参照面とし、[作成]タブ－[コンポーネント]にて

　基準＝ブームポイントシーブ中心に配置します。

　※以下の拘束は必須です。

　　・参照線㋐の参照面とフック_120ｔ.rfaの基準面（左／右）との位置合わせ
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９） 子ファミリ／7120G_作業範囲（縦断図）_1.rfa、_2.rfa組立

（＜平面図／参照レベルビュー＞にて作業を行います。）

①作業面は基準面＝旋回BRG上面とし、[作成]タブ－[コンポーネント]にて

　基準＝旋回中心に配置します。

　※以下の拘束は必須です。

　　・参照面（ブーム中心）と7120G_作業範囲（縦断図）_1.rfa（または_2.rfa）の

　　　基準面（左／右）との位置合わせ

１０） 子ファミリ／ガイライン.rfa組立（＜立面図／右ビュー＞にて作業を行います。）

①作業面は参照線Ⓐの参照面とし、[作成]タブ－[コンポーネント]にて

　参照線Ⓐの始点と終点を選択し配置します。

　※以下の拘束は必須です。

　　・参照線Ⓐとガイライン対称軸の両端点との位置合わせ

１１） 子ファミリとのパラメータの関連付け

①各子ファミリのプロパティにてパラメータの関連付けを行います。

※４※２ ※３
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※４

以上で「7120G_上部_CR仕様.rfa」が完成です。

※２ ※３
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９．7120G_本体_CR仕様.rfa作成（基準：旋回中心、G.L.）

※作動範囲（縦断図）は非表示にしています。

１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_本体_CR仕様.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） ファミリおよび共有パラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

※「ブーム角度」、「ブーム長さ」、「ワイヤ繰出量」、「旋回角度」及び

　表示パラメータは共有パラメータ
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３） 参照面の作成

①立面図／右ビューにて基準点＝旋回中心およびG.L.として参照面（旋回BRG上面）を

　作成します。

②平面図／参照レベルビューにて作業面は①で作成した参照面を設定し、参照線（骨格部）を

　作成します。

　下記の寸法ラベルにパラメータを設定します。

　　・参照線㋐と基準面（旋回中心）の角度：「旋回角度」

③参照線㋐は作業面として使用するため、参照プロパティを「強参照」に変更します。

４） 子ファミリのロード

①[挿入]タブ－[ファミリロード]にて下記の子ファミリをロードします。

ロードにより追加

５） 子ファミリ／7120G_上部_CR仕様.rfa組立

（＜平面図／参照レベルビュー＞にて作業を行います。）

①作業面は参照線㋐の参照面とし、[作成]タブ－[コンポーネント]にて基準＝旋回中心に

　配置します。

　※以下の拘束は必須です。

　　・参照線㋐と7120G_上部_CR仕様.rfaの基準面（左／右）との位置合わせ

　　・参照線㋑と7120G_上部_CR仕様.rfaの基準面（正面／背面）との位置合わせ

６） 子ファミリ／7120G_下部.rfa組立（＜平面図／参照レベルビュー＞にて作業を行います。）

①作業面は参照面（旋回BRG上面）とし、[作成]タブ－[コンポーネント]にて

　基準＝旋回中心に配置します。

　※拘束はピン固定でも可。

参照線㋐

参照線㋑
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７） ３Dモデル／作業円の作成

①平面図／参照レベルビューにて基準面＝旋回中心およびG.L.として円を作成します。

　半径の寸法ラベルにパラメータ「作業円半径」を設定します。

②[作成]タブ－[押し出し]にて押出終端プロパティにパラメータ「作業円柱高さ」を設定します。

③プロパティのマテリアルにファミリパラメータの関連付け（マテリアル_作業範囲）を

　行います（色指定）。

④表示／非表示の切替を行うため、表示プロパティに共有パラメータの

　関連付け（作業円半径表示）を行います。

<補足>

・作業円半径および高さは以下の要領にて算出しています。

θ = ブーム角度 (°) b= a * cosθ (mm)

a = ブーム実長 (mm) c = a * sinθ (mm)

∴作業円半径 = 旋回中心～ブームフット中心距離 + b

　作業円高さ = G.L.～ブームフット中心高さ + c

θ

ブームフット中心

ブームポイントシーブ中心

ブーム中心線

c

b
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８） 子ファミリとのパラメータの関連付け

①各子ファミリのプロパティにてパラメータの関連付けを行います。

※作動範囲（縦断図）は非表示にしています。

以上で「7120G_本体_CR仕様.rfa」が完成です。
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１０．7120G_CR仕様.rfa作成（基準：旋回中心、G.L.）

平面図／参照レベルビュー

※作動範囲（縦断図）は非表示にしています。

１） ファミリ新規作成

①新しいファミリ作成にてテンプレート「一般モデル（メートル単位）」を選択し、読込みます。

　※「作業面ベース」→ チェックON、「常に垂直」→ チェックOFF

②新規に保存する場合は、ファイル名（7120G_CR仕様.rfa）を付けて

　該当するフォルダ（[..\7120G]-[パーツ]）に保存します。

２） ファミリおよび共有パラメータを設定

①[作成]タブ－[ファミリタイプ]よりパラメータを設定します。

※「ブーム角度」、「ブーム長さ」、「ワイヤ繰出量」、「旋回角度」及び

　表示パラメータは共有パラメータ
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３） 参照面の作成

①初期ビューにて参照線（骨格部）を作成します。

　下記の寸法ラベルにパラメータを設定します。

　　・参照線㋐と基準面（旋回中心）の角度：「本体角度」

②参照線㋐は作業面として使用するため、参照プロパティを「強参照」に変更します。

４） 子ファミリのロード

①[挿入]タブ－[ファミリロード]にて下記の子ファミリをロードします。

５） 子ファミリ／7120G_本体_CR仕様.rfa組立

（＜平面図／参照レベルビュー＞にて作業を行います。）

①作業面は参照線㋐の参照面とし、[作成]タブ－[コンポーネント]にて基準＝旋回中心に

　配置します。

　※以下の拘束は必須です。

　　・参照線㋐と7120G_本体_CR仕様.rfaの基準面（左／右）との位置合わせ

　　・参照線㋑と7120G_本体_CR仕様.rfaの基準面（正面／背面）との位置合わせ

６） 子ファミリ／注釈.rfa組立（＜平面図／参照レベルビュー＞にて作業を行います。）

①[注釈]タブ－[記号]にて基準面=G.L.の任意の位置に配置します。

　※拘束はピン固定でも可。

ロードにより追加

参照線㋐

参照線㋑
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②配置した注釈をクリックしてラベルの値を設定します。

※「定格総荷重」の値は「７）パラメータの関連付け」により設定されます。

７） 子ファミリとのパラメータの関連付け

①子ファミリのプロパティにてパラメータの関連付けを行います。

※作動範囲（縦断図）は非表示にしています。

平面図／参照レベルビュー

以上で「7120G_CR仕様.rfa」が完成です。
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●留意事項

１．平面図／参照レベルビューにて上方向の形状が途中までしか表示されない場合

7120G_上部_CR仕様.rfa

平面図／参照レベルビュー

①プロパティにて「平面図／参照レベル」を選択し、ビュー範囲プロパティの「編集」を

　クリックします。

②ビュー範囲のメイン範囲を上・下ともに「無制限」を選択し、断面のオフセット値に

　現状のモデル高さより大きな数値を入力します。

7120G_上部_CR仕様.rfa

平面図／参照レベルビュー

ブーム形状が表示されていない。

ブーム形状が表示されます。

90

FF35428
テキストボックス




